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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柔軟剤、液体洗剤、および粉末洗剤を含む、洗濯利用品；シャンプー、コンディショナ
ー、コーミングクリーム、洗い流さないコンディショナー、スタイリングクリーム、石鹸
、ボディークリームを含むパーソナルケアおよびヘアケア利用品；デオドラントおよび制
汗剤；および全ての家庭用洗浄利用品からなる群から選択される消費者製品であって、
フレグランスオイルコア、および
少なくとも２種の異なる少なくとも二官能性のイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）、なら
びに少なくとも二官能性のアミンの反応生成物のシェル
ここでイソシアネート（Ｂ）は、アニオン修飾イソシアネートまたはポリエチレンオキサ
イド含有イソシアネートまたはこれらのタイプの混合物でなくてはならず、使用される少
なくとも二官能性のアミンは少なくとも５００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチレン
イミンである、
を含むマイクロカプセルを含有し、
ただし、マイクロカプセルの製造に用いられるイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の重量
比が、１０：１～１：１０の範囲内である、前記消費者製品。
【請求項２】
　マイクロカプセルが１～５０μｍの直径を有する、請求項１に記載の消費者製品。
【請求項３】
　マイクロカプセルが水性分散体の形状で存在する、請求項１または２に記載の消費者製
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品。
【請求項４】
　イソシアネート（Ａ）が、ヘキサン１，６－ジイソシアネート、ヘキサン１，６－ジイ
ソシアネートビウレットまたはヘキサン１，６－ジイソシアネートのオリゴマー、または
ジシクロヘキサンメチレンジイソシアネートからなる群から選択される、請求項１～３の
いずれか一項に記載の消費者製品。
【請求項５】
　イソシアネート（Ｂ）が、少なくとも１つのスルホン酸基を分子中に含む、アニオン修
飾ジイソシアネートの群から選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の消費者製
品。
【請求項６】
　イソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の重量比が、１０：１～１：１０の範囲内である、
請求項１～５のいずれか一項に記載の消費者製品。
【請求項７】
　マイクロカプセルのコアシェル比（ｗ／ｗ）が、２０：１～１：１０である、請求項１
～６のいずれか一項に記載の消費者製品。
【請求項８】
　フレグランスオイルコア、および
　少なくとも２種の異なる少なくとも二官能性のイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）、な
らびに少なくとも二官能性のアミンの反応生成物のシェル
を含むマイクロカプセルの製造方法であって、
　保護コロイドの水溶液、およびフレグランスオイル中の少なくとも２種の、構造的に異
なる、少なくとも二官能性のジイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の混合物の溶液を、エ
マルジョンを形成するまで一緒にし、ここへ少なくとも二官能性のアミンを添加し、そし
て、マイクロカプセルが形成するまで少なくとも６０℃の温度まで加熱することを含み、
ここで、
　イソシアネート（Ａ）は、非荷電であり、ポリエチレンオキサイド含有イソシアネート
ではなく、
　イソシアネート（Ｂ）は、アニオン修飾イソシアネートまたはポリエチレンオキサイド
含有イソシアネート、またはこれらの混合物から選択され、
　少なくとも二官能性のアミンは少なくとも５００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチ
レンイミンである、
　ただし、マイクロカプセルの製造に用いられるイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の重
量比が、１０：１～１：１０の範囲内である、
前記方法。
【請求項９】
　ポリビニルピロリドンを、保護コロイドとして使用する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　マイクロカプセルを形成する方法が、以下の工程：
（ａ）　水および保護コロイドを含むプレミックス（Ｉ）を調製する；
（ｂ）　このプレミックスを５～１２の範囲のｐＨに調節する；
（ｃ）　フレグランスオイルと共に、イソシアネート（Ａ）および（Ｂ）を含むさらなる
プレミックス（ＩＩ）を調製する；
（ｄ）　２つのプレミックス（Ｉ）および（ＩＩ）を、エマルジョンが形成するまで一緒
にする、
（ｅ）　そして、少なくとも二官能性のアミンを計量して、工程（ｄ）からのエマルジョ
ンに添加する、
（ｆ）　そして、マイクロカプセルが形成するまで、少なくとも６０℃の温度までエマル
ジョンを加熱する、
に従って進む、請求項８または９に記載の方法。
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【請求項１１】
　工程（ｂ）におけるｐＨを８～１２に調節する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　柔軟剤、液体洗剤、および粉末洗剤を含む、洗濯利用品；シャンプー、コンディショナ
ー、コーミングクリーム、洗い流さないコンディショナー、スタイリングクリーム、石鹸
、ボディークリームを含むパーソナルケアおよびヘアケア利用品；デオドラントおよび制
汗剤；および全ての家庭用洗浄利用品からなる群から選択される消費者製品に賦香するた
めの、
フレグランスオイルコア、および
少なくとも２種の異なる少なくとも二官能性のイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）、なら
びに少なくとも二官能性のアミンの反応生成物のシェル
ここでイソシアネート（Ｂ）は、アニオン修飾イソシアネートまたはポリエチレンオキサ
イド含有イソシアネートまたはこれらのタイプの混合物でなくてはならず、使用される少
なくとも二官能性のアミンは、少なくとも５００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチレ
ンイミンである、
を含み、
ただし、マイクロカプセルの製造に用いられるイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の重量
比が、１０：１～１：１０の範囲内である、
マイクロカプセルの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、マイクロカプセルの製造方法および消費者製品におけるこれらの微粒子の使用
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マイクロカプセルは、コアおよびコアを囲む壁材料からなる、粉末または粒子であって
、ここで、コアは固体、液体または気体物質であり、固体、一般的にはポリマーの壁材料
で囲まれる。これらは、固体であってもよく、すなわち、単一の材料からなってもよい。
マイクロカプセルは、平均で、１～１０００μｍの直径を有する。
【０００３】
　多数のシェル材料が、マイクロカプセルを製造するために知られている。シェルは、天
然、半合成または合成材料のいずれからかなることができる。天然シェル材料は、例えば
、アラビアガム、寒天、アガロース、マルトデキストリン、アルギン酸またはその塩、例
えばアルギン酸ナトリウムまたはアルギン酸カルシウム、脂肪および脂肪酸、セチルアル
コール、コラーゲン、キトサン、レシチン、ゼラチン、アルブミン、セラック、デンプン
またはデキストランなどのポリサッカライド、ポリペプチド、タンパク質加水分解物、シ
ョ糖およびワックスである。半合成シェル材料は、とりわけ、化学的に修飾したセルロー
ス、特にセルロースエステルおよびセルロースエーテル、例えばセルロースアセテート、
エチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロー
スおよびカルボキシメチルセルロースであり、デンプン誘導体、特にデンプンエーテルお
よびデンプンエステルでもある。合成シェル材料は、例えば、ポリアクリレート、ポリア
ミド、ポリビニルアルコールまたはポリビニルピロリドンなどのポリマーである。
【０００４】
　シェル材料の種類および製造方法に依存して、マイクロカプセルはそれぞれの場合、直
径、サイズ分布、および物理的および／または化学的特性が考慮される限り、異なる特性
を有して形成される。
　したがって、個々の必要性に応じた特性を有するマイクロカプセルを提供することので
きる、新規な製造方法の開発に、継続的な必要性が存在する。
【発明の概要】
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【０００５】
　本願の第１の主題は、したがって、シェルおよびフレグランスオイルコアを含む、マイ
クロカプセルの製造方法に関し、ここで、保護コロイドの水溶液および、少なくとも２種
の構造的に異なる、少なくとも二官能性のイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の前記オイ
ル中の混合物を、エマルジョンを形成するまで一緒にし（bring together）、ここへ、少
なくとも二官能性のアミンを添加し、そしてマイクロカプセルが形成するまで、少なくと
も６０℃の温度まで加熱し、ここで、イソシアネート（Ｂ）は、アニオン修飾イソシアネ
ートから、またはポリエチレンオキサイド含有イソシアネートまたはこれらの種類の混合
物から選択され、イソシアネート（Ａ）は、非荷電であるが、ポリエチレン含有イソシア
ネートではない。
【０００６】
　当該方法は、目標とした手法において、所望のサイズまたはサイズ分布のマイクロカプ
セルが製造できる利点を有し、特に、１０～６０μｍの直径を有する比較的小さなマイク
ロカプセルを製造することが可能である。さらに、更に機械的に安定なカプセルが得られ
る。ここで、特に、シェルが液体原料に対して低透過性しか有さない、これらのカプセル
が得られる。
【０００７】
　原則として、保護コロイドの水溶液は、常に製造され、このために、このイソシアネー
ト（Ａ）および（Ｂ）は、後にマイクロカプセルのコアを形成するフレグランスオイルに
溶解される；そして、アミン成分を添加し、混合物をエマルジョンが形成するまで加熱す
る。イソシアネートとアミン成分との反応のための温度は、十分に迅速な反応進行を確保
するために、少なくとも６０℃でければないが、より良くは７０℃、好ましくは７５～９
０℃、特に８５～９０℃である。
【０００８】
　ここで、それまで段階的に温度を上昇することが好ましく（例えば、その都度１０℃ず
つ）、続いて反応が完了し、分散体を室温（２１℃）まで冷却する。反応時間は、典型的
には、使用される量および温度に依存する。通常、しかしながら、マイクロカプセルを形
成するための高温の温度は、およそ６０分から６時間または８時間までの間で達成される
。
【０００９】
　本教示にしたがって、アミンの添加は、好ましくは、エネルギー投入を伴って、例えば
、撹拌装置を使用して行われる。
　本方法においてエマルジョンを形成するために、それぞれの混合物を当業者に周知の方
法で、例えば、混合物が乳化するまで、適した攪拌機を使用した撹拌を介して混合物にエ
ネルギーを投入することによって、乳化させる。ｐＨは、好ましくは、水溶性塩基を使用
して調節され、水酸化ナトリウム溶液（例えば、５重量％強度）を使用することが好まし
い。
【００１０】
　少なくとも２種の、構造的に異なる、イソシアネート（Ａ）および（Ｂ）を使用するこ
とが、本方法にとって重要である。本方法において、これらは、混合物の形態で、または
それぞれ別々に、保護コロイドを含有する水性プレミックス（１）へ添加することができ
、そして、乳化させ、アミンと反応させる。（Ａ）および（Ｂ）の両混合物において測定
することも、個々のイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）を、個別に、異なる時間において
測定することも想定される。
【００１１】
　好ましい一態様において、本発明は以下の様に行われる：
（ａ）　　プレミックス（Ｉ）を水および保護コロイドから調製する；
（ｂ）　　このプレミックスを５～１２の範囲のｐＨに調節する；
（ｃ）　　さらなるプレミックス（ＩＩ）を、イソシアネート（Ａ）および（Ｂ）と共に
、フレグランスオイルから調製する；
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（ｄ）　　２つのプレミックス（Ｉ）および（ＩＩ）を、エマルジョンが形成するまで一
緒にする：
（ｅ）　　そして、少なくとも二官能性のアミンを計量して、工程（ｄ）からのエマルジ
ョンに添加する、
（ｆ）　　そして、マイクロカプセルが形成されるまで、少なくとも６０℃の温度までエ
マルジョンを加熱する。
【００１２】
　工程（ｂ）におけるｐＨを８～１２の値に調節することが有利であり得る。ここで、好
ましいのは、水性塩基、好ましくは水酸化ナトリウム水溶液である。工程（ｄ）において
だけでなく、工程（ｅ）においても、エマルジョンの形成は、好ましくは、好ましい攪拌
機を使用して確保される。
【００１３】
　他の同様に好ましい態様は、以下を想定する：
（ａ）　　プレミックス（Ｉ）を水および保護コロイドから調製する；
（ｂ）　　このプレミックスを５～１２の範囲のｐＨに調節する；
（ｃ）　　さらなるプレミックス（ＩＩ）を、イソシアネート（Ａ）と共に、フレグラン
スオイルから調製する；
（ｄ）　　プレミックス（Ｉ）および（ＩＩ）から、撹拌することによりエマルジョンを
形成する、そしてこれに、
（ｅ）　　第２のイソシアネート（Ｂ）を添加し、そしてエマルジョンのｐＨを５～１０
の値に調節する；
（ｆ）　　そして、少なくとも二官能性のアミンを計量して、工程（ｅ）からのエマルジ
ョンに添加する、
（ｇ）　　そして、マイクロカプセルが形成するまで、少なくとも６０℃の温度まで加熱
する。
【００１４】
　この手順において、イソシアネート（Ａ）および（Ｂ）は、アミンの添加の前に、保護
コロイドへ個別に添加され、マイクロカプセルを生じる反応が起こる。エマルジョンの形
成は、工程（ｅ）における混合の様に、好ましくはここで、撹拌装置を使用して行うこと
もできる。
　工程（ｅ）におけるｐＨは、好ましくは７．５～９．０の値に調節する。工程（ｂ）の
ために、値は同様に８～１２に調節することができる。この目的のために好ましいのは、
特に水性塩基、好ましくは水酸化ナトリウム水溶液である。
【００１５】
マイクロカプセル
　本教示の中において、マイクロカプセルは、少なくとも２種の異なる、少なくとも二官
能性のイソシアネートとアミン、好ましくはポリアミンとの反応生成物から作られるシェ
ルを有する。反応はイソシアネートとアミンとの間の共重合であり、これによりポリウレ
ア誘導体をもたらす。
　マイクロカプセルは、水性分散体の形状で存在してもよく、これらの分散体のカプセル
における重量割合は、好ましくは、１５～４５重量％、好ましくは２０～４０重量％であ
る。マイクロカプセルは、１～５００μｍ、好ましくは１～５０μｍまたは５～２５μｍ
の範囲の平均直径を有する。
【００１６】
　フレグランスオイルの量は、カプセルの重量に基づいて、１０～９５重量％の範囲に変
動し得、ここで、７０～９０重量％の割合が有利であり得る。本方法の結果として、コア
／シェル比（ｗ／ｗ）２０：１～１：２０、好ましくは５：１～２：１、特に４：１～３
：１を典型的に有するカプセルが得られる。
　本方法によって製造されるマイクロカプセルは、好ましくはホルムアルデヒドを含まな
い。
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【００１７】
保護コロイド
　イソシアネートおよびアミンの間の反応の間、保護コロイドが存在しなければならない
。これは好ましくはポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）である。保護コロイドは、懸濁体ま
たは分散体におけるポリマー系であり、乳化、懸濁または分散した物質が一塊となること
（凝集、凝固、凝結）を防止する。溶媒化の間、保護コロイドは、大量の水に結合し、水
溶液において、濃度に依存した高粘度を生み出す。本明細書において記載する方法の中に
おいて、保護コロイドは乳化特性も有し得る。水性保護コロイド溶液は、同様に、好まし
くは撹拌で調製する。
　保護コロイドは、カプセルセルの成分であり得るが、そうである必要はなく、カプセル
の重量に基づいて、０．１から多くて１５重量％まで、好ましくは１～５重量％、特に１
．５～３重量％の量が可能である。
【００１８】
イソシアネート
　イソシアネートは、シアン酸の遊離状態における互変異性体であるイソシアン酸（ＨＮ
ＣＯ）のＮ－置換有機誘導体（Ｒ－Ｎ＝Ｃ＝Ｏ）である。有機イソシアネートは、イソシ
アネート基（－Ｎ＝Ｃ＝Ｏ）が、有機ラジカルに結合した化合物である。多官能性のイソ
シアネートは、分子中に１または３以上のイソシアネート基を有する化合物である。
　本発明において、少なくとも二官能性の、好ましくは多官能性のイソシアネートを使用
し、すなわち、少なくとも２つの反応性イソシアネート基を有するという条件で、全ての
芳香族、脂環式および脂肪族イソシアネートが適している。
　適した多官能性のイソシアネートは、好ましくは平均２つから多くて４つのＮＣＯ基を
含む。ジイソシアネート、すなわち一般構造Ｏ＝Ｃ＝Ｎ－Ｒ－Ｎ＝Ｃ＝Ｏ、式中Ｒは、脂
肪族、脂環式または芳香族ラジカルである、のイソシアン酸のエステルを使用することが
好ましい。
【００１９】
　好ましいイソシアネートは、例えば、１，５－ナフチレンジイソシアネート、４，４’
－ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＯＩ）、水素化ＭＤＩ（Ｈ１２ＭＤＩ）、キシ
リレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、テトラメチルキシロールジイソシアネート（ＴＭＸ
ＤＩ），４，４’－ジフェニルジメチルメタンジイソシアネート、ジ－およびテトラアル
キルジフェニルメタンジイソシアネート、４，４’－ジベンジルジイソシアネート、１，
３－フェニレンジイソシアネート、１，４－フェニレンジイソシアネート、任意に混合物
である、トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）の異性体、１－メチル－２，４－ジイソシ
アン酸シクロヘキサン、１，６－ジイソシアン酸－２，２，４－トリメチルヘキサン、１
，６－ジイソシアン酸－２，４，４－トリメチルヘキサン、１－イソシアン酸メチル－３
－イソシアン酸１，５，５－トリメチルシクロヘキサン、塩化および臭素化ジイソシアネ
ート、リン含有ジイソシアネート、４，４’－ジイソシアン酸フェニルパーフルオロエタ
ン、テトラメトキシブタン１，４－ジイソシアネート、ブタン１，４－ジイソシアネート
、ヘキサン１，６－ジイソシアネート（ＨＤＩ）、ジシクロヘキシルメタンジイソシアネ
ート、シクロヘキサン－１，４－ジイソシアネート、エチレンジイソシアネート、フタル
酸ビスイソシアン酸エチルエステル、また、反応性ハロゲン原子を有するポリイソシアネ
ート、例えば１－クロロメチルフェニル－２，４－ジイソシアネート、１－ブロモメチル
フェニル－２，６－ジイソシアネート、３，３－ビスクロロメチルエーテル４，４’－ジ
フェニルジイソシアネートである。
【００２０】
　硫黄含有ポリイソシアネートは、例えば２モルのヘキサメチレンジイソシアネートを１
モルのチオジグリコールまたは硫化ジヒドロキシジヘキシルと反応させて得る。さらに適
したジイソシアネートは、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、１，４－ジイソ
シアン酸ブタン、１，２－ジイソシアン酸ドデカンおよびダイマー脂肪酸ジイソシアネー
ト。
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【００２１】
　本方法の重要な１つの特徴は、２種の構造的に異なるイソシアネート（Ａ）および（Ｂ
）の必須の使用である。
　適したタイプ（Ａ）のイソシアネートは、少なくとも二官能性の化合物（すなわち、少
なくとも２つのイソシアネート基－Ｎ＝Ｃ＝Ｏを含有する化合物）である。
　典型的な代表例は、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、またはその誘導体、
例えば、ＨＤＩビウレット（例えばDesmodur N3200として、商業的に入手可能）、ＨＤＩ
三量体（Desmodur N3300として、商業的に入手可能）または、あるいはジシクロヘキシル
メタンジイソシアネート（Desmodur Wとして、商業的に入手可能）であり得る。トルエン
２，４－ジイソシアネートまたはジフェニルメタンジイソシアネートも同様に適している
。
【００２２】
　第２のタイプ（Ｂ）のイソシアネートは、タイプ（Ａ）のイソシアネートからは構造的
に異なり、特に、タイプ（Ｂ）のイソシアネートは、アニオン修飾イソシアネートまたは
ポリエチレンオキサイド含有イソシアネートのいずれか（またはこれらの２種のイソシア
ネートタイプのあらゆる好ましい混合物）でなければならない。
　アニオン修飾イソシアネート自体は知られている。好ましくは、これらのタイプ（Ｂ）
のイソシアネートは、分子中に少なくとも２つのイソシアネート基を含む。１または２以
上のスルホン酸ラジカルが、アニオン基として、好ましくは存在する。好ましくは、タイ
プ（Ｂ）のイソシアネートは、ヘキサン１，６－ジイソシアネート（ＨＤＩ）のオリゴマ
ー、特に三量体、から選択される。これらのアニオン修飾イソシアネートの市販製品は、
例えば、Bayhydur（Bayer）、Bayhydur XPのブランドで、既知である。
　ポリエチレンオキサイド含有イソシアネート（少なくとも２つのイソシアネート基を有
する）も既知であり、例えば、US 5,342,556に記載されている。これらのイソシアネート
のいくつかは、水中で自己乳化性であり、個別の乳化工程を免除することが可能であり得
るため、本方法の状況において、有利であり得る。
【００２３】
　２つのイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の重量比は、好ましくは、１０：１～１：１
０の範囲において、しかし特に、５：１～１：５の範囲において、特に３：１～１：１の
範囲において調節する。
　タイプ（Ａ）および（Ｂ）の異なるイソシアネートの混合物を使用することも可能であ
る。本発明の方法において、イソシアネート（Ａ）および（Ｂ）に加えて、更なるイソシ
アネートをさらに使用することもできる。
　しかしながら、好ましくは、本方法において、アニオン修飾イソシアネートのみを成分
（Ｂ）として使用する。
【００２４】
アミン
　本発明の方法において、少なくとも二官能性のアミン、好ましくはポリエチレンイミン
（ＰＥＩ）、を更なる成分として使用する。ポリエチレンイミン、一般的に、主鎖におい
て、２つのメチレン基によって、離れたＮＨ基が存在する、ポリマーである：
【化１】

【００２５】
　ポリエチレンイミンは、高分子電解質および錯化ポリマーに属する。相応に高い割合の
第１級アミノ基を有する、短鎖、直鎖ポリエチレンイミン、すなわち一般式Ｈ２Ｎ［ＣＨ

２－ＣＨ２－ＮＨ］ｎＨ（ｎ＝２：ジエチレントリアミン；　ｎ＝３：トリエチレンテト
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ラミン；　ｎ＝４：テトラエチレンペンタミン）の生成物は、しばしポリエチレンアミン
またはポリアルキレンポリアミンと呼ばれる。
　本発明の方法において、少なくとも５００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは６００～３０，００
０または６５０～２５，０００ｇ／ｍｏｌ、特に７００～５０００ｇ／ｍｏｌまたは８５
０～２５００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチレンイミンが好ましく使用される。
【００２６】
保護コロイド
　本発明の方法において、ＰＶＰを保護コロイドとして使用する。ＰＶＰは、ポリビニル
ピロリドン（ポリビドンとしても知られる）の略語である。Roempp Chemie Lexikon, Onl
ine-edition 3.6, 2010によれば、これらは、［ポリ（１－ビニルピロリジン－２－オン
）］、すなわち、一般式：
【化２】

に一致するポリマー（ビニルポリマー）である。標準的な商業用ポリビニルピロリドンは
、およそ２５００～７５０,０００ｇ／ｍｏｌの範囲におけるモル質量を有し、これらは
Ｋ値を示すことで特徴付けられ、‐Ｋ値に依存して‐、１３０～１７５℃のガラス転移温
度を有する。これらは、白い、吸湿性の粉末または水溶液として提供される。
【００２７】
　本発明の方法において、高い分子量、すなわち、４００,０００ｇ／ｍｏｌより高い、
好ましくは５００,０００ｇ／ｍｏｌ～２,０００,０００ｇ／ｍｏｌ、を有するＰＶＰが
好ましい。６０より高い、好ましくは７５よりも高い、特に８０よりも高いＫ値を有する
ポリビニルピロリドンがさらに好ましい。Ｋ値の好ましい範囲は６５～９０である。
【００２８】
フレグランスオイル
　上述の方法を使用して製造されたマイクロカプセルは、フレグランスオイルのコアを含
有する。イソシアネートは、コアを形成するオイルに溶解すべきである。「フレグランス
オイル」の用語は、香料成分の１つまたは、任意に望ましいにおいを消費者製品に与える
ことを目的として使用される、好適な溶媒、希釈剤、キャリアまたは他の補助剤と混合さ
れた香料成分の混合物を意味する。
【００２９】
　当業者に明確であるように、あらゆる種類の香料原料を用いることができる、本明細書
において、包括的なリストを提供する必要はない。かかるフレグランスオイルの調整のた
めに使用することのできる、典型的な香料成分およびそれらの混合物は、エッセンシャル
オイル、アブソリュート、レジノイド、樹脂、コンクリートなどの天然生成物、ならびに
、飽和および不飽和化合物、芳香族、炭素環式および複素環式化合物を含む、炭化水素、
アルコール、アルデヒド、ケトン、エーテル、酸、エステル、アセタール、ケタール、ニ
トリルなどの合成香料成分を含み得る。
【００３０】
　かかる香料成分の例は：ゲラニオール、ゲラニルアセタート、リナロール、リナリルア
セタート、テトラヒドロリナロール、シトロネロール、シトロネリルアセタート、ジヒド
ロミルセノール、ジヒドロミルセニルアセタート、テトラヒドロミルセノール、テルピネ
オール、テルピニルアセタート、ノポール、ノピルアセタート、２－フェニルエタノール
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、２－フェニルエチルアセタート、ベンジルアルコール、ベンジルアセタート、ベンジル
サリチラート、ベンジルベンゾアート、スチラリルアセタート、アミルサリチラート、ジ
メチルベンジルカルビノール、トリクロロメチルフェニカルビニルアセタート、ｐ－ｔｅ
ｒｔ．ブチルシクロヘキシルアセタート、イソノニルアセタート、ベチベリルアセタート
、ベチベロール、アルファ－ｎ－アミルシナミックアルデヒド、アルファ－ヘキシルシン
ナミックアルデヒド、２－メチル－３－（ｐ－ｔｅｒｔ．ブチルフェニル）プロパナール
、２－メチル－３－（ｐ－イソプロピルフェニル）プロパナール、３－（ｐ－ｔｅｒｔ．
ブチルフェニル）プロパナール、トリシクロデセニルアセタート、トリシクロデセニルプ
ロピオナート、
【００３１】
４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセンカルバルデヒド、４
－（４－メチル－３－ペンテニル）－３－シクロヘキセンカルバルデヒド、４－アセトキ
シ－３－ペンチルテトラヒドロピラン、メチルジヒドロジャスモナート、２－ｎ－ヘプチ
ルシクロペンタノン、３－メチル－２－ペンチルシクロペンタノン、ｎ－デカナール、ｎ
－ドデカナール、９－デセノール－１，フェノキシエチルイソブチラート、フェニルアセ
トアルデヒドジメチルアセタール、フェニルアセトアルデヒドジエチルアセタール、ゲラ
ノニトリル、シトロネロニトリル、セドリルアセタート、３－イソカンフィルシクロヘキ
サノール、セドリルメチルエーテル、イソロンギホラノン、アウベピンニトリル、アウベ
ピン、ヘリオトロピン、クマリン、オイゲノール、バニリン、ジフェニルオキシド、ヒド
ロキシシトロネラール、イオノン、メチルイオノン、イソメチルイオノン、鉄、ｃｉｓ－
３－ヘキセノールおよびそれらのエステル、インダンムスクフレグランス、テトラリンム
スクフレグランス、イソクロマンムスクフレグランス、大環状ケトン、マクロラクトンム
スクフレグランス、エチレンブラシレート、芳香性ニトロムスクフレグランスである。フ
レグランスオイルは、上で特に言及したものを含むあらゆる香料原料の前駆体またはプロ
フレグランスを含有し得る。
【００３２】
　上述の香料のための好適な溶媒、希釈剤またはキャリアは、例えば：エタノール、イソ
プロパノール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコール、ジ
エチルフタラート、クエン酸トリエチル等である。一般的にフレグランスオイルと一緒に
使用する、キャリア材料、希釈剤、溶媒および他の補助剤の例は、例えば、S. Arctander
,「Perfume and Flavour Materials of Natural Origin」, Elizabeth, N.J., 1960、S. 
Arctander,「Perfume and Flavour Chemicals」, Vol. I およびII, Allured Publishing
 Corporation, Carol Stream, 1994、およびJ.M. Nikitakis (Ed.),「CTFA Cosmetic Ing
redient Handbook」, 1st ed., The Cosmetic, Toiletry and Fragrance Association, I
nc., Washington, 1988において見出される。
【００３３】
　本発明は、分散体の合計重量に基づいて、５～５０重量％、好ましくは１５～４０重量
％の上記方法によって製造することのできるマイクロカプセルを含むさらに水性分散体を
提供する。さらに好ましい範囲は、２０～３５重量％である。これらの水性分散体は、好
ましくは、上述の方法から直接得られる。
【００３４】
　本方法によって得られる、マイクロカプセル分散体は、あらゆる種類の消費者製品に賦
香するために使用することができる。消費者製品の包括的なリストを本明細書において提
示することはできないが、当業者は、かかるマイクロカプセルのための利用品の範囲を十
分理解するであろう。消費者製品の説明に役立つ例は、柔軟剤、液体洗剤、および粉末洗
剤を含む、全ての洗濯利用品；シャンプー、コンディショナー、コーミングクリーム、洗
い流さないコンディショナー、スタイリングクリーム、石鹸、ボディークリームなどを含
む全てのパーソナルケアおよびヘアケア利用品；デオドラントおよび制汗剤；および全て
の家庭用洗利用品を含む。
【００３５】
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　本発明は、フレグランスオイルコア、および少なくとも２種の異なる、少なくとも二官
能性のイソシアネート（Ａ）および（Ｂ）、ここで、イソシアネート（Ｂ）は、アニオン
修飾イソシアネートまたはポリエチレンオキサイド含有イソシアネートまたはこれらのタ
イプの混合物でなければならず、および少なくとも二官能性のアミンの反応生成物のシェ
ルを含有する、好ましくはホルムアルデヒドを含まないマイクロカプセルをさらに提供し
、ただし、マイクロカプセルの製造の間、イソシアネート（Ａ）および（Ｂ）の重量比は
、１０：１～１：１０である。好ましくは、上述の重量比は、調節することができ、ここ
で、３：１～１：１の比率は、格別重要と考えられる。
　これらのマイクロカプセルは、１～５０μｍの直径、好ましくは２～４５μｍの直径を
好ましくは有する。これらは、水性分散体の形状で存在し得、ここで、カプセルの割合は
、１～９０重量％、好ましくは５～５０重量％である。
【００３６】
　本発明を説明する役割のための、一連の例を以下に示す。
例１－カプセル化
　オイル相を、Desmodur W (Bayer)およびBayhydur XP2547 (Bayer)を香料オイルにそれ
ぞれ１２．６％および３．４％のレベルで添加して調製した。
　水性相（溶液Ｓ１）を、水に、４．５％のレベルでLuviskol k90 (BASF)を添加して調
製した。ｐＨ＝１０のバッファーを０．５％添加して、溶液のｐＨを１０に調節した。
　水性相（溶液Ｓ２）を、水に、２０％のレベルでLupasol PR8515 (BASF) を添加して調
製した。
【００３７】
　カプセルを、以下の手順に従って調製した：
　１０００ｒｐｍで駆動しているＭＩＧ攪拌機を備えた１Ｌ反応器において、３００ｇの
オイル相を、６００ｇの溶液Ｓ１と混合し、水中油型エマルジョンを形成した。混合の３
０分後、１００ｇの溶液Ｓ２を１分間の間に添加した。３０分後、スラリーを７０℃（１
時間）まで加熱し、７０℃で２時間維持し、そして、８０℃まで加熱し、８０℃で１時間
維持し、そして８５℃に加熱し、８５℃で１時間維持し、そして７０℃に冷却して、２５
℃の最終冷却の前に、７０℃で１時間維持した。
【００３８】
例２－ヘアケア利用品
　ヘアースイッチ（hair switches）テストを、０．２％の香料の用量で、標準的なヘア
プロトコルを使用して行われた。カプセルを例１において与えられたレシピにしたがって
調製した。香料組成物は、以下の表に示す。カプセルの性能を、フリー香料（非カプセル
化オイル）と直接比較して評価した。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
シャンプーのためのプロトコル
　・　使用したスイッチ：ヨーロッパ人の髪、ヴァージン、ダメージなし（数回再使用さ
れている）
　・　スイッチを温かいお湯で湿らし、重量はかりに置いた
　・　２．５ｇのシャンプーを、シリンジを使用してスイッチに沿って絞り出す
　・　３０秒間ヘアースイッチにシャンプーをなじませる
　・　手が熱くない程度の流温水で約３０秒間流す前に、泡につけたスイッチを染み込ま
せるために１分間放置する
　・　余分な水を除去するために、２つの指でスイッチを絞る
　・　スイッチの乾燥；空気乾燥するまで吊るすか、またはすぐにヘアドライヤーを使用
してブロードライする
　・　空気乾燥したサンプルを、においのない部屋で２４時間吊したまま放置する
　・　梳かす前および後のスィッチそれぞれを、１０段階評価を使用して評価する：
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　　　０＝においなし、９＝非常に強い
【００４１】
ヘアコンディショナーのためのプロトコル：
　コンディショナーを利用品する前に、フレグランスの付与されていないシャンプーでス
イッチを前もって洗ったこと以外は、コンディショナーに関しても同じプロトコルに従っ
た。
【表２】

【００４２】
例３－ファブリックケア利用品
　例１に示したレシピにしたがって、カプセルを調整した。香料組成は以下の表に示す。
カプセルの性能を、調製したてのサンプルにおいて、および３７℃で１ヶ月保存後に、フ
リー香料（非カプセル化オイル）と直接比較して評価した。
【００４３】
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【表３】

【００４４】
洗濯洗剤利用品のためのプロトコル
　洗濯条件：１００ｇの賦香された粉末洗剤、１ｋｇのコットンタオル、ヨーロッパの洗
濯機。賦香されたサンプルは、標準的な粉末洗剤ベースにおいて、０．５％香料のレベル
で調製し、洗濯条件は以下に従った：
　－　洗濯の総重量は１ｋｇ
　－　ヨーロッパの洗濯機
　－　ライン上の乾燥およびタンブル乾燥したタオルを擦る前および後で評価を行い、５
段階評価を使用して評価する：０＝においなし、５＝非常に強い
【００４５】
柔軟剤利用品のためのプロトコル
　賦香されたサンプルを、１３％のQuaternium ammonium ARQUAD 2HT75（Akzoから）、０
．３％のSilicone Dow Corning DB110（Dow Corningから）、０．６％のCaCl2（Merckか
ら）および０．１５％のBronidox（Henkelから）を含む標準的な柔軟剤ベースにおいて、
０．５％香料のレベルで調製し、使用された洗濯条件は以下のとおりである：
　－　洗濯の総重量は０．２ｋｇ
　－　賦香されていない洗濯粉末（９０ｇの標準的なGivaudan内部の洗濯粉末）での洗浄
を、３５ｇの賦香された柔軟剤を添加する前に行う
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　－　ヨーロッパの洗濯機
　－　ライン上の乾燥およびタンブル乾燥したタオルを擦る前および後で評価を行い、５
段階評価を使用して評価する：０＝においなし、５＝非常に強い
【００４６】
【表４】

【００４７】
【表５】
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